
創設者である松下幸之助氏の意志を引き継ぎ、「PHP」や「Voice」「THE 21」などの雑誌や単行本の出版を中心に、

政策の研究や提言活動、セミナー/ゼミナールの開催などを展開する株式会社 PHP研究所（以下、PHP研究所）。メイ

ンフレーム直結の専用プリンターで出力していた約2,500種類の帳票を刷新する基盤技術として、SVFおよびRDEを

採用。プリンターの機種に依存しない基幹帳票システムを実現した。

メインフレームから出力される2,500種類の帳票をSVF/RDEで刷新
プリンター機種に依存しない帳票環境を実現し、IT監査にも効果を発揮

松下幸之助氏の意志を引き継ぎ
繁栄による平和と幸福を目指す

終戦から1年余りの1946年11月、松下幸之助
により創設されたPHP研究所。「繁栄によって平
和と幸福を」という言葉を意味する「Peace and 

Happiness through Prosperity」の頭文字を社
名の由来とし、出版・普及活動を中心に、研究活動、
啓発・実践活動という3つの事業を展開。雑誌や
書籍の発行、政策の研究や提言、啓発セミナーな
どを事業として展開することで、より良い社会の実
現と発展に貢献することを目指している。

メインフレーム直結プリンターと
業務プリンターの刷新を検討

PHP研究所では、直販および再販業務、制作な
どで構成される出版関連システムから、セミナー
／ゼミナールなどの管理システム、バックオフィス
関連システムまで、すべての基幹業務システムが、
IBMのメインフレームであるIBM System z上
で稼働している。
基幹業務システムは、1万本のバッチプログラ

ム、3,000本のオンラインプログラムで構成さ
れており、2,500種類を超える帳票が出力され
ていた。この帳票は、毎分5,000ラインを出力で
きるメインフレーム直結プリンターのほか、メイ
ンフレームのデータをベンダー製のスプール変

採用の背景
● 業務プリンターのメーカーサポートの打ち切り
● プリンターごとにオーバーレイの作成が必要
● プリンターの柔軟な選択を可能にしたい

導入ポイント
● 帳票システムとしての豊富な導入実績
● メインフレーム開発にない容易な操作性
● 各社プリンターの検証まで含むサポート

導入効果
● 機種に依存しないプリンター選択が可能
● メインフレーム直結プリンターの廃止により、
データセンターへのハウジングコストを削減

● 帳票の長期保管で迅速なIT監査への対応を実現

換ユーティリティで帳票データに変換し、独自開
発の印刷ユーティリティでオーバーレイとともに
LAN経由で業務プリンターに出力していた。
情報システム本部 参与の森 行夫氏は、「メイン
フレーム直結のプリンターは、価格、性能ともに
オーバースペックであり、コスト削減の面から対
応が必要でした。またメインフレームからLAN経
由で帳票を出力するための業務プリンターは、メ
インフレームに対応した機種に限定されていまし
た」と話す。
さらに業務プリンターを製造販売しているメー

カーから、メインフレームに対応した業務プリン
ターのサポートを終了するという連絡があったこ
とから、以前から懸案事項であった基幹帳票シス
テムを早急に見直すことが必要となった。

実績と使いやすさでSVF/RDEを採用
プログラム変更を最小限にSVFだけで対応

基幹帳票システムの刷新にあたり、2005年6

月ごろから検討を開始し、いくつかの製品を検討
した結果、SVF/RDEの採用を決定。2006年
10月にSVF/RDEを導入し、11月まで運用テス
トを行って、2006年12月から2007年3月までで
移行作業を実施。4月に本番稼働した。1日で3

～ 4フォームを作成し、2,500帳票を完成したこ
ととなる。情報システム本部 本部長 森口 孝幸氏
は、「メインフレームのプログラム変更を必要最小
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事例紹介

きました」と話す。
また、現在、メインフレームで稼働している基

幹業務システムをIBM iに移行している最中だ
が、移行がスムーズに行えることもSVF/RDEを
導入した効果のひとつ。森氏は、次のように語る。
「SVF/RDEを導入していなければ、IBM i用の
帳票出力システムを別途、構築する必要がありま
した。SVF/RDEは、メインフレームとIBM iの
帳票を同じ仕組みで出力できるほか、RDEの出
力ログを取得することで、各々の帳票を何枚出力
したかなどの統合管理も可能です」

SVFを導入した効果を森口氏は、「これまでメ
インフレーム以外の開発経験が少なかったので、
SVFX-Designerの直感的に使える容易な操作
性には驚きました。少ない人数かつ短期間での
開発が必要だったので、オーバーレイの作り直し
の労力を最小限にする必要がありました。また弊
社が新たに導入検討したプリンターについても、
メーカーに出向いて、すべての導入プリンターを
テストしてもらえたので非常に助かりました。製
品もサポートも非常に良いと感じました」と言う。
一方、RDEを導入した効果を森氏は、「帳票を必

要なときに出力したいという要望が現場からあっ
たので、13ケ月分の帳票データをRDEに保管して
います。以前は、帳票データを作成した時点で紙に
印刷し、現場に数千枚の帳票を配付して管理してい
ました。帳票データをRDEに保管したことで、必要

限に抑え、SVFX-Designerで対応ができたこ
とが最大のポイントです」と話す。
刷新された基幹帳票システムは、メインフレー
ムから帳票イメージデータを作成するまでの仕
組みは変更せず、作成された帳票イメージデー
タを新たに開発したユーティリティでCSVデー
タに変換。SVF Connect SUITE（Universal 

Connect/X）を経由してRDEに蓄積している。
RDEに蓄積された帳票データは、SVFで作成
されたフォームとともにオープン系のプリンター
やデジタル複合機など、機種に依存することなく
自由に出力することが可能となった。

SVF/RDEの採用を決めた理由を森口氏は、
「メインフレームから出力している2,500種類以
上の帳票を移行可能な帳票ツールを探していま
した。しかし、なかなか条件にあう帳票ツールが
見あたらず、最終的に実績のある帳票ツールで再
構築した方が良いと判断し、SVF/RDEを採用
しました。採用を決めた最大の理由は、これまで
の豊富な導入実績と直感的に使用できる使いや
すさでした」と話している。

プリンター非依存の帳票環境を実現
IT監査時には想定外の効果も発揮

PHP研究所ではSVF/RDEを導入した効果
を森氏は、「メインフレーム直結の高価なプリン
ターや機種限定の業務プリンターを、基幹業務
システムのプログラム変更を最小限に抑え、オー
プン系の低価格なプリンターに移行することが
可能になりました。さらにメインフレーム直結の
プリンターがなくなったので、これまで社内で管
理していたメインフレームをデータセンターに移
設し、結果として災害対策にも貢献することがで

なときに必要な枚数だけを現場の担当者が印刷で
きます。これにより、紙代を含む印刷コストや保管
コストを大幅に削減できました。30%程度の無
駄なコストがなくなった感覚です」と話す。
そのほか想定外の効果を森口氏は、「IT監査で
効果がありました。IT監査では、たとえば4月末
時点のこの帳票とこの帳票を見せてくださいと
要求されます。帳票データを保管していないと、
印刷された数千枚の紙の帳票から指定された帳
票を探さなければなりません。RDEに帳票デー
タが保管されているので、必要な帳票を指定し
て、すぐに印刷することができます。この仕組み
がなかったら、IT監査に対応できませんでした」
と話している。

RDE-XAで帳票アーカイブを実現
PDFによる電子帳票化も促進

今後の展望について森氏は、「RDEにデータを
長期保存するのは、想定外の使用方法なので、今
後はRDE-XAを導入して、帳票データを保管す
ることで、検索、表示、印刷を容易にする仕組み
に移行していきたいと思っています。また現在、
業者向けに発注書等にPDFを利用しています
が、今後さらにPDFの利用範囲を拡大し、電子帳
票化を促進していくことも検討しています」と話
している。

導入製品

Super Visual Formade（SVF）
膨大な帳票開発の効率化と多様な出力要件に応
えるための、帳票開発支援ツールです。

Report Director Enterprise（RDE）
拠点に分散する印刷システムの集中化とホストプ
リンターに替わる大量帳票処理を可能にする、統
合スプールサーバーです。

SVF for PDF
精密性を重視したPDFを生成し、ピーク時の同多
重アクセスに耐えうる帳票エンジンです。

株式会社 PHP研究所

「メインフレーム直結のプリンターは、価格、性能と
もにオーバースペックであり、コスト削減への対応
が必要でした。またメインフレームからLAN経由で
帳票を出力する業務プリンターは、メインフレーム
に対応した機種に限定されていました」

SVF導入後の驚きの声!

Before After
「SVF/RDEを導入したことで、メインフレーム直
結の高価なプリンターや機種限定の業務プリン
ターを、基幹業務システムのプログラム変更を最
小限に抑え、オープン系の低価格なプリンターに
移行することが可能になりました」
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SVF/RDE導入後の基幹帳票システム図
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